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蒲
郡
市
博
物
館
は
昭
和
54
年
に
蒲
郡
市
郷
土
資
料
館
と
し
て
現
在
の
場
所
に

開
館
し
、
昭
和
63
年
に
は
西
館
を
増
築
、
展
示
を
更
新
し
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
設
置

い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、平
成
元
年
４
月
に
蒲
郡
市
博
物
館
と
名
称
を
変
え
、

現
在
に
至
り
ま
す
。
こ
の
博
物
館
が
で
き
た
こ
と
に
よ
り
、
貴
重
な
資
料
を
安

全
に
管
理
で
き
る
収
蔵
・
展
示
設
備
が
備
え
ら
れ
、
文
化
財
所
蔵
者
な
ど
か
ら

資
料
の
寄
託
を
受
け
た
り
、
調
査
研
究
・
公
開
の
た
め
に
借
用
し
た
り
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
令
和
３
年
４
月
１
日
現
在
、
市
内
の
指
定

文
化
財
は
市
指
定
文
化
財
が
100
件
、
国
と
県
を
合
わ
せ
た
市
内
指
定
文
化
財
全

て
の
件
数
は
136
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

業
務
と
し
て
は
大
き
く
２
つ
の
業
務
が
あ
り
、
１
つ
目
は
資
料
等
の
展
示
や

収
集
保
管
及
び
教
育
普
及
な
ど
の
業
務
、
２
つ
目
は
文
化
財
保
護
行
政
に
関
す

る
業
務
で
、
指
定
文
化
財
保
護
、
郷
土
芸
能
の
保
存
、
遺
跡
の
発
掘
調
査
な
ど

の
業
務
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
文
化
財
保
護
と
い
う
業
務
が
一
般
的
な
美
術
館
や

博
物
館
と
異
な
る
部
分
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

博
物
館
に
お
い
て
は
地
域
密
着
型
の
展
示
を
心
が
け
て
お
り
、
フ
ァ
ミ
リ
ー

で
来
館
で
き
る
よ
う
な
親
し
み
の
あ
る
企
画
展
等
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
、
絵
画
・
工
芸
・
写
真
等
の
創
作
活
動
を
さ
れ
て
い
る

市
民
の
皆
さ
ん
が
作
品
発
表
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
年
間
、
約
３
万
人
前
後
が
入

館
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
令
和
２
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
の
た
め
、
大
幅
に
入

館
者
数
が
減
少
し
て
い
ま
す
。今
後
は
入
館
者
数
の
回
復
が
課
題
と
な
り
ま
す
。

　

蒲
郡
市
博
物
館
で
は
今
夏
、
戦
国
時
代
に
蒲
郡
市
内
を
本
拠
地
と
し
た
竹
谷

松
平
家
・
形
原
松
平
家
・
五
井
松
平
家
に
関
係
す
る
文
化
財
を
令
和
３
年
７
月

17
日
㈯
か
ら
８
月
29
日
㈰
ま
で
展
示
を
い
た
し
ま
す
。

　

特
に
今
回
は
東
京
に
在

住
の
五
井
松
平
家
の
子
孫

の
方
と
初
め
て
連
絡
を
取

り
、
伝
来
の
貴
重
な
お
宝

を
お
借
り
し
て
展
示
い
た

し
ま
す
。
ま
た
、
京
都
府

亀
岡
市
か
ら
も
形
原
松
平

家
ゆ
か
り
の
文
化
財
を
借

用
・
出
品
い
た
し
ま
す
。

　

本
展
を
通
じ
て
、
ふ
る
さ
と
の
昔
を
知
る
こ
と
で
、
地
元
に
関
心
を
持
っ
て

い
た
だ
き
、
故
郷
を
愛
す
る
心
を
は
ぐ
く
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
み

な
さ
ま
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

蒲
郡
市
博
物
館
は
今
後
も
地
域
と
連
携
し
、
企
画
展
・
季
節
の
イ
ベ
ン
ト
等

を
通
し
て
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
で
楽
し
め
、
市
民
が
身
近
に
感
じ
る
明
る
く
楽
し
い

博
物
館
を
め
ざ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

松平清昌像竹谷松平家ゆかりの具足

市
民
が
身
近
に
感
じ
る
博
物
館
を
め
ざ
し
て

　
　蒲
郡
市
教
育
委
員
会

蒲
郡
市
博
物
館
長　

竹

内

真

治
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令和３年度　文 協 被 表 彰 者 紹 介令和３年度　文 協 被 表 彰 者 紹 介令和３年度　文 協 被 表 彰 者 紹 介
４
月
24
日
の
総
会
に
お
い
て
次
の
６
名
の
方
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

金
原

　
久
雄

　【謡
曲
部
会
】

【
略
歴
】

平
成
10
年
文
協
入
会
。
平
成
25
年
〜
30

年
ま
で
文
協
会
長
。
平
成
25
・
26
年
度

県
文
連
の
副
会
長
。
平
成
29
年
度
県
文

連
芸
能
大
会
を
蒲
郡
で
開
催
。

内
田

　
陽
子

　【俳
句
部
会
】

【
略
歴
】

平
成
４
年
「
三
河
」
に
入
会
と
同
時
に

文
協
俳
句
部
会
に
入
会
。
平
成
25
年
よ

り
理
事
・
会
計
。
ま
た
、
楠
若
葉
編
集

委
員
と
し
て
楠
若
葉
の
発
刊
に
尽
力
。

井
野

　
佐
登

　【短
歌
部
会
】

【
略
歴
】

結
社
「
ま
ひ
る
野
」
に
所
属
。
平
成
15

年
に
文
協
入
会
。
市
民
文
化
祭
・
蒲
郡

俊
成
短
歌
大
会
の
選
者
。
中
部
日
本
歌

人
。２
０
１
９
年
中
日
短
歌
大
賞
受
賞
。

鈴
木

　
康
祐

　【工
芸
部
会
】

【
略
歴
】

平
成
11
年
〜
平
成
20
年
度
部
会
長
。

平
成
21
年
度
〜
令
和
２
年
度
事
務
局

長
。
文
協
創
立
40
周
年
、
50
周
年
の
事

務
局
長
。

　令
和
３
年
度
総
会
は
、
４
月
24
日
東

ホ
ー
ル
全
面
を
使
っ
て
行
わ
れ
た
。

　２
年
度
は
総
会
が
開
か
れ
な
か
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
２
年
度
予
定
さ
れ
て
い
た
３

名
に
今
年
度
の
３
名
を
加
え
た
６
名
が
表

彰
さ
れ
た
。

　ま
た
、
新
役
員
が
選
出
さ
れ
、
中
村
会

長
、
石
川
新
事
務
局
長
の
も
と
新
し
い
ス

タ
ー
ト
を
き
っ
た
。

　コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
事
も
あ
り
、
総
会
後

の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
中
止
と
な
っ
た
。

小
林

　
憲
三

　【写
真
部
会
】

【
略
歴
】

昭
和
60
年
写
真
集
団
「
雲
」
入
会
と
と

も
に
文
協
入
会
。
平
成
23
年
度
か
ら
部

会
長
。
平
成
27
年
度
〜
令
和
２
年
度
文

協
副
会
長
と
し
て
尽
力
。

壁
谷

　
禮
伺
【
俳
句
部
会
】

【
略
歴
】

昭
和
34
年
「
三
河
」
入
会
。
昭
和
63
年

俳
人
協
会
会
員
と
な
る
。
平
成
23
年
〜

令
和
２
年
度
俳
句
部
会
長
。
県
文
連
40

周
年
記
念
誌
編
集
長
。

鈴木市長
挨拶

今枝衆議院
議員挨拶総会風景

新役員紹介
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令和２年度　事業報告および収支決算

・総会は書面表決とした。
・春の文協まつり、文化財めぐり、月例茶会全８回　中止
・市民文化祭　10月31日～ 11月23日、参加者1,004名
・歌・句集「楠若葉39」令和２年度版、11月１日発行　短歌56名、俳句113名寄稿。
・文協講座　２講座、開催延日数６日、受講者27名。
・機関紙発行　蒲郡文化217号から219号まで３回発行。
・市民病院ギャラリー展示　９月、３月は新型コロナ感染拡大防止のため中止となった。
・市民会館ギャラリー展示　短歌・水石部会（７月）、水墨画部会（９月）、
　県文連美術展入賞作品（11月）、俳句部会（２月）は中止。
・文化事業　文協特別芸能大会として準備したが、中止となった。

正　会 　 員 1,000円 ×1,495名
18歳未満会員 300円 ×169名
特 別 会 員 5,000円 ×114口

2. 会 　 費
事務局費、旅費、通信連絡費、
慶弔費、負担金等

総会費等

機関紙発行、文協まつり、
講座、市民文化祭等

文化事業、職員退職金

前年度繰越金等

講座参加費、楠若葉投稿料
県美術展出品料等

蒲郡市

市民文化祭

利息、コピー代等

1. 繰 越 金

3. 事 業 収 入

4. 補 助 金

5. 負 担 金

6. 雑 収 入

収入合計

2,115,700

167,192

158,000

754,870

1,452,920

14,012 次年度へ繰越6. 残 　 高 197,754

4,662,694

2． 事 務 費

1． 会 議 費

4． 予 備 費

3． 事 業 費

5． 積 立 金

支出合計

2,048,150

65,039

0

2,211,751

140,000

4,662,694

【収 入 の 部】 【支 出 の 部】

項　　目 収入額（円） 説　　　明 項　　目 支出額（円） 説　　　明

文協創立50周年記念事業報告および収支決算

・文協創立50周年記念市民文化祭として開会式を実施、出席者197名
・記念事業として、博物館にて特別展示、ポスター展を実施
・記念誌「文協のあゆみ」発行

蒲郡市2. 補 助 金

謝礼、記念品等周年事業積立金1. 積 立 金

収入合計

700,000

908,399

1,608,399

1． 記念式典費

支出合計

92,519

特別展示費2． 記念事業費 108,880

記念誌印刷費、通信費等3． 印刷製本費 1,407,000

1,608,399

【収 入 の 部】 【支 出 の 部】

項　　目 収入額（円） 説　　　明 項　　目 支出額（円） 説　　　明
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令和３年度　事業計画および収支予算

・総会
・春の文協まつり
・月例茶会
・市民文化祭、文化財めぐり
・歌・句集「楠若葉40」令和３年度版、11月１日発行
・文協講座
・機関紙発行　蒲郡文化220号から223号４回発行
・市民病院ギャラリー展示　９月、３月入替
・市民会館ギャラリー展示　写真部会（７月）、工芸部会（９月）　
　県文連美術展入賞作品（11月）、書道部会（２月）
・文化事業

正　会 　 員 1,000円 ×1,270名
18歳未満会員 300円 ×140名
特 別 会 員 5,000円 ×130口

2. 会 　 費
事務局費、旅費
通信連絡費、慶弔費等

総会費、その他会議費

機関紙発行費、文協まつり、
文協講座、市民文化祭
県文連事業費等

職員退職金

前年度繰越金、積立金

講座参加費、楠若葉投稿料
文化財めぐり、県美出品料
文化事業入場料等

蒲郡市

市民文化祭

利息、楠若葉販売、コピー等

1. 繰 入 金

3. 事 業 収 入

4. 補 助 金

5. 負 担 金

6. 雑 収 入

収入合計

1,962,000

1,147,754

2,185,000

1,600,000

1,500,000

15,246

8,410,000

2． 事 務 費

1． 会 議 費

4． 予 備 費

3． 事 業 費

5． 積 立 金

支出合計

2,005,000

140,000

40,000

6,185,000

40,000

8,410,000

【収 入 の 部】 【支 出 の 部】

項　　目 収入額（円） 説　　　明 項　　目 支出額（円） 説　　　明

会　
　

長　
　

中
村　

達

副
会
長　
　

竹
内　

慶
星
（
文
芸
・
教
養
部
門
）

副
会
長　
　

鈴
木　

康
祐
（
美
術
部
門
）

副
会
長　
　

佐
野　

哲
子
（
舞
踊
・
音
楽
部
門
）

事
務
局
長　
　

石
川　

貴
裕

文
芸
・
教
養
部
門
【
部
会
長
】　
　

【
運
営
委
員
】

短　
　

歌　
　

鈴
木
美
耶
子　
　

本
多　

礼
子

俳　
　

句　
　

牧
野　

一
古　
　

三
田　

土
龍

華　
　

道　
　

小
田　

芳
園　
　

浅
井　

彗
雲

茶　
　

道　
　

鈴
木　

博
翠　
　

平
井　

宗
昌

皐
月
盆
栽　
　

安
部　

正
和　
　

上
林　

倶
文

水　
　

石　
　

平
岩　

尚
文　
　

広
浜　

弘
泰

菊　
　

花　
　

羽
田
喜
久
司　
　

河
井　

宏
幸

美
術
部
門

　
　
　　【
部
会
長
】　
　

【
運
営
委
員
】

絵　
　

画　
　

伊
藤　

裕
一　
　

竹
内　

律
子

水
墨
画　
　

榊
原　

公
平　
　

佐
野　

孝
子

書　
　

道　
　

壁
谷　

桔
華　
　

近
藤　

弘
安

写　
　

真　
　

奥
原　

哲
雄　
　

市
川　

千
城

工　
　

芸　
　

杉
浦　
　

才　
　

近
藤
佐
代
子

舞
踊
・
音
楽
部
門
【
部
会
長
】　
　

【
運
営
委
員
】

吟
剣
詩
舞　
　

新
井　

信
行　
　

田
中　

章
子

筝　
　

曲　
　

野
々
山
明
子　
　

仲
田　

武
司

謡　
　

曲　
　

近
藤　

精
一　
　

杉
浦　

弘
保

邦　
　

楽　
　

水
野　

博
行　
　

中
村　

弘
味

舞　
　

踊　
　

西
川
佳
ふ
久　
　

三
喜　

藤
菊

洋　
　

楽　
　

原　
　

勝
久　
　

広
浜　

洋
子 

監　
　

事　
　

平
田　

正
文　
　

小
林　

憲
三

編
集
委
員　
　

鈴
木　

康
祐　
　

鈴
木
美
耶
子

　
　
　
　
　
　

牧
原　

克
子　
　

齋
藤
と
し
子

ポ
ス
タ
ー　
　

横
田　

英
夫　
　

杉
田　

翠
風

　
　

委
員　
　

鈴
木　

幸
枝　
　

牧
原　

重
夫

令和３年・４年度の役員・委員会委員の皆さまです。よろしくお願いします。
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出
会
い
に
感
謝	

小
林

　憲
三

　

２
期
６
年
、
副
会
長
と
い
う
大
役
を
務

め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
っ
と
い

う
間
の
６
年
間
で
し
た
が
、
こ
の
間
、
い

ろ
ん
な
方
に
お
世
話
に
な
り
、
ほ
ん
と
う

に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

私
の
所
属
は
写
真
部
会
で
す
が
、
写
真

の
最
大
の
魅
力
は
カ
メ
ラ
を
通
し
た
出
会

い
で
す
。
カ
メ
ラ
を
持
っ
て
出
か
け
る
と

い
ろ
ん
な
出
会
い
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、

普
段
は
気
づ
か
な
い
な
ん
で
も
な
い
風
景

も
、
あ
る
時
突
然
光
と
風
で
お
洒
落
し
て

「
私
を
撮
っ
て
よ
」
と
言
わ
ん
ば
か
り
に
語

り
掛
け
て
き
ま
す
。
そ
の
時
夢
中
で
シ
ャ
ッ

タ
ー
を
押
し
ま
す
。
風
景
と
の
一
瞬
の
出

会
い
で
す
。

　

文
化
協
会
の
最
大
の
魅
力
は
、
写
真
と

同
様
い
ろ
ん
な
新
し
い
出
会
い
が
あ
る
こ

と
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
春
の
文
協
ま

つ
り
、
秋
の
市
民
文
化
祭
。
そ
こ
で
は
、

素
晴
ら
し
い
作
品
・
演
技
・
演
奏
に
出
会

え
ま
す
。
こ
の
出
会
い
か
ら
、
沢
山
の
刺

激
を
い
た
だ
き
、
自
身
の
創
作
意
欲
が
湧

い
て
き
ま
し
た
。

　

蒲
郡
市
文
化
協
会
に
お
い
て
も
更
な
る

発
展
と
会
員
相
互
刺
激
を
与
え
る
活
動
を

し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

会
員
の
た
め
に	

石
川

　貴
裕

　

本
年
度
よ
り
事
務
局
長
に
就
任
し
ま
し

た
石
川
貴
裕
（
よ
し
ひ
ろ
）
で
す
。
今
ま

で
三
十
八
年
間
普
通
の
会
社
の
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
で
設
計
の
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。

実
を
言
う
と
設
計
は
理
詰
め
で
成
り
立
た

せ
て
い
て
、
例
え
ば
「
こ
こ
と
こ
こ
を
滑

ら
か
に
つ
な
ぐ
」
と
い
う
表
現
で
は
な
く
、

「
角
度
何
度
、
長
さ
何
ミ
リ
、
誤
差
何
ミ
リ

以
下
」
と
い
う
世
界
で
、
文
化
協
会
の
活

動
の
よ
う
な
感
性
や
感
覚
と
は
正
反
対
の

と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
私
は
、
設

計
は
根
本
的
な
セ
ン
ス
が
重
要
だ
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。
芸
術
的
セ
ン
ス
の
な
い
私

は
、
少
し
で
も
カ
バ
ー
し
て
仕
事
に
活

か
せ
な
い
か
と
思
い
書
道
教
室
に
十
数
年

通
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
そ
の
成
果
を
見

な
い
ま
ま
つ
い
に
昨
年
定
年
退
職
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。

　

従
っ
て
文
化
協
会
の
活
動
に
つ
い
て
は

全
く
分
か
ら
な
い
状
態
で
す
が
、
役
員
の

方
々
の
ご
指
導
を
仰
ぎ
な
が
ら
、
会
員
の

皆
さ
ま
へ
喜
び
や
笑
顔
が
提
供
で
き
る
よ

う
こ
れ
か
ら
努
め
て
い
く
所
存
で
す
。
皆

さ
ま
の
ご
指
導
と
ご
協
力
を
お
願
い
致
し

ま
す
。

《
副
会
長
退
任
の
ご
挨
拶
》

《
事
務
局
長
新
任
の
ご
挨
拶
》

ふ
る
さ
と
文
化
財
の
話
（
十
五
）

四し
じ
ょ
う
か
わ
は
ら
ゆ
う
ら
く
ず
び
ょ
う
ぶ

条
河
原
遊
楽
図
屏
風

（
天
桂
院
）

　

竹
谷
松
平
家
の
菩
提
寺
で
あ
る
天
桂

院
（
曹
洞
宗
）
に
「
四
条
河
原
遊
楽
図

屏
風
」（
縦
一
一
〇
㎝
・
横
一
七
五
㎝
）

の
二
曲
一
隻
の
中
屏
風
が
保
存
さ
れ
て

い
る
。
平
成
二
年
二
月
に
県
指
定
の
文

化
財
と
な
っ
て
い
る
。

　

本
屏
風
は
京
都
四
条
河
原
で
行
わ
れ

た
遊ゆ
う

女じ
ょ

歌か

舞ぶ

伎き

風ふ
う

景け
い

を
描
い
た
も
の
で

あ
る
。「
四
条
河
原
遊
楽
図
」
は
近
世
初

期
の
風
俗
画
を
代
表
す
る
も
の
で
、
天

桂
院
本
は
そ
の
中
で
も
極
め
て
古
い
形

態
を
示
し
た
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。

　

本
屏
風
の
上
部
は
金
雲
が
上
下
二
重

に
掛
り
、
そ
の
間
に
遠
山
と
松
林
社
殿

が
描
か
れ
て
い
る
。

　

左
半
分
は
、
竹
矢
来
に
囲
ま
れ
た
佐

渡
嶋
座
の
歌
舞
伎
小
屋
を
一
軒
大
き
く

描
か
れ
て
い
る
。
舞
台
上
に
は
男
装
し

て
三
味
線
や
刀
を
持
つ
遊
女
が
見
え
、

桟
敷
・
土
間
は
大
勢
の
観
客
で
埋
め
つ

く
さ
れ
楽
し
ん
で
い
る
様
子
が
わ
か
る
。

　

右
半
分
は
鴨
川
の
河
原
で
、
射し
ゃ

的て
き

、

吹
き
矢
や
キ
セ
ル
煙
草
を
吸
っ
て
楽
し

み
な
が
ら
観
覧
す
る
人
々
の
姿
な
ど
細

部
で
冴
え
渡
る
風
俗
描
写
は
初
発
性
を

思
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
約
二
五
〇
人

弱
の
人
物
が
描
か
れ
て
お
り
当
時
の
風

俗
を
知
る
に
貴
重
な
も
の
で
眺
め
て
い

て
見
飽
き
な
い
も
の
で
あ
る
。

　

天
桂
院
本
は
「
四
条
河
原
遊
楽
図
屏

風
」
の
現
存
す
る
数
々
の
中
で
も
わ
が

国
に
於
け
る
貴
重
な
文
化
財
で
あ
る
。

こ
の
た
め
天
桂
院
本
は
今
ま
で
全
国
各

地
の
博
物
館
の
要
望
で
貸
出
さ
れ
公
開

さ
れ
て
い
る
。

　

徳
川
家
康

没
後
四
百
年

に
市
博
物
館

で
平
成
二
七

年
八
月
に

「
天
桂
院
の

文
化
財
―
竹

谷
松
平
氏
の

歴
史
―
」
の

企
画
展
が
開

催
さ
れ
た
と

き
に
展
示
さ

れ
注
目
さ
れ
た
。

　

蒲
郡
市
に
こ
の
よ
う
な
貴
重
な
文
化

財
が
現
存
す
る
の
は
市
の
誇
り
で
あ
る
。

写
真　

市
博
物
館
提
供　

文　

林
正
夫
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　コロナ禍、前回は、俊成短歌大会は中止となりましたが、今年は何とか開催できな
いかと実行委員会でいろいろと検討され、栗木京子さんの講演は次回に、会場は中ホー
ルから東ホールに変更して市内在住者に限っての開催となりました。
　中村実行委員長のあいさつ、鈴木市長のあいさつのあと、小中学校の入賞者の表彰、

一般上位入賞者の表彰がおこなわれました。そのあと、
選者島田先生、小塩先生に地元選者中村先生、井野先生、
そして栗木先生はネット回線で繋いでリモート参加で
の５名による入賞作品の講評が行われました。
　例年とは違った開催となり、いろいろとご苦労があっ
たときいておりますが、無事開催でき良かったと同時に
次回はいつもの大会が開催できることを願っています。

　本年度は、当日句は取りやめ、募集句だけに絞り、入場者も制限した中で行うことで進めてきましたが、
残念ながら大会は開くことが出来ませんでした。募集句は、書面選考にて入賞者も決め、賞状は個々にお渡
しし、詠草集は句会ごとに郵送しました。来年度は、楽しく俳句大会が出来ますことを願っています。

第
三
十
六
回

　

蒲
郡
俊
成
短
歌
大
会

　
　
　
　
　
　

４
月
29
日
㈷　

東
ホ
ー
ル

入
選　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　

憲
治

　

ス
ト
ー
ブ
に
置
か
れ
し
薬
缶
が
音
を
立
て

　

テ
レ
ビ
の
音
量
ふ
た
め
も
り
上
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

齋
藤
と
し
子

　

徘
徊
の
老
女
の
姿
も
こ
の
町
の

　

日
常
と
な
り
夏
が
過
ぎ
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

後
藤　

厚
巳

　

に
れ
の
木
立
抜
け
て
近
づ
く
夏
帽
子

　

笑
い
声
ま
ず
先
に
届
き
て

奨
励
賞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤　

治
輝

　

脳
出
血
身
障
者
一
級
要
支
援

　

八
十
三
歳
エ
ク
セ
ル
操
作
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

林　
　

正
夫

　

寒
き
夜
に
君
が
煮
込
み
し
大
根
に

　

熱
燗
の
酒
よ
く
よ
く
似
合
ふ

文
協
会
員
の
み
掲
載

令
和
三
年
度

　

春
の
文
協
ま
つ
り

　
　

俳
句
大
会
（
募
集
句
の
部
）

　【蒲
郡
市
長
賞
】

草
を
食
む
山
羊
の
歯
音
の
暖
か
し　
　

石
井
ヤ
エ
コ

　
【
蒲
郡
市
議
会
議
長
賞
】

鯉
の
尾
の
跳
ね
て
潰
え
し
花
筏　
　
　

小
川　

し
げ

　
【
蒲
郡
市
教
育
委
員
会
賞
】

初
燕
潮
騒
と
ど
く
道
の
駅　
　
　
　
　

平
野　

京
子

　
【
蒲
郡
市
文
化
協
会
長
賞
】

網
振
り
て
蝶
を
追
う
子
を
蝶
が
追
う　

金
田　

満
子

　【佳

　作
】

永
き
日
の
去
り
際
に
ま
た
立
ち
話　
　

内
田　

陽
子

う
ぐ
ひ
す
に
犀
が
片
耳
廻
し
け
り　
　

牧
野　

一
古

燕
来
る
合
格
駅
の
屋
根
掠
め　
　
　
　

渡
辺
み
つ
子

春
風
に
お
守
り
弾
む
ラ
ン
ド
セ
ル　
　

千
賀　

幸
子

俊成短歌大会開催 ４月29日　市民会館東ホール

春の文協まつり　俳句大会



-7-

県文連芸能大会・春の文協まつり芸能発表会にむけて
～コロナ禍での取り組み～

　去年は春の文協まつり、市民文化祭は芸能発表会、筝曲・洋楽発表会が出来ない一年でした。
　今年も、公民館での練習が３月から少しずつ再開できるようになってきたのに、５月に入ってまた使えな
くなってしまいました。春の文協まつりも中止。そんな中でも、なんとか文化の灯はともし続けなければい
けないと、７月の県文連の三河支部芸能大会はなんとか開催したいと頑張って頂いていますし、協会も５月
の芸能発表会を７月に行いたいと調整をしています。
　また、出演予定のグループの皆さんも、ステージに立ちたい、立つ以上は恥ずかしいステージにはしたく
ないと、公民館などが使えない状況の中、なんとか練習をして皆さんに良いステージを見て頂こうと頑張っ
ています。そんなグループの取り組みの一部ではありますがご紹介をします。

■蒲郡市吹奏楽団　（県文連芸能大会出演）
　５月の緊急事態宣言が出るまでは、市民会館、信用金庫さんのホールで練習をしていましたが、今は使え
なくなってしまいました。そんな中メンバーの伝手を頼って他市でも練習出来るところを探し、５月は市民
交流センターで二回練習が出来ました。楽器の運搬など大変ですが団員の協力で頑張って練習をしています。

■コカリナアンサンブルドルフィン（県文連芸能大会出演）
　普段は、公民館で行っているのですが、使用できないと
きは海辺の文学記念館の隣にある公園や若宮公園などで、
感染予防をしっかりした上で練習をしています。やれる時
にやれる事を行うことでモチベーションを保ちつつ、一人
一曲の課題曲を決め発表の場を設定して目標をもって家で
も練習できる機会を作って、頑張っています。

■大正琴　さざなみ＆ JA
　普段は、JA、生きがいセンター、蒲郡公民館でそれぞれ月２
回稽古をしていますが、使えない時は集会場で感染予防対策を
しっかり行って、いつもより少ない時間ですが、なんとか稽古
を続けています。また家でも時間をとって頑張っています。

■蒲郡雅楽倶楽部
　入口で手の消毒、窓は両側開けて、寒い時暑い時にはエアコンを入れて
窓を開ける。一人分以上の間隔を開けて座る。演奏時以外はマスク、会
話は避ける。必要時にはマスクする（先生は説明時にマスク）と出来る
事はすべて行って注意しながら練習をしています。

　この蒲郡文化７月号が皆様の手元に届くころには、緊急事態宣言が解除となり、発表会が行われることを
願っております。

・県文連芸能大会は７月 11日㈰　豊橋市民文化会館　12時 30分より
・春の文協まつり芸能発表会は７月 22日（木・祝）東ホール　10時より
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お　　知　　ら　　せ

芸能発表会
５月の春の文協まつりは中止となりましたが、芸能発表会は７月に行う事になりました。
会　場：市民会館 東ホール
日　時：７月22日（木・祝）　午前 10時～午後３時
出　演：吟剣詩舞・大正琴・雅楽・相撲甚句・舞踊

第46回愛知県文連美術展
出 品 作 品 募 集

【会　　期】　９月22日㈬～ 26日㈰
【会　　場】　愛知県美術館ギャラリー
【作品受付】　８月10日㈫～ 24日㈫　日本画・洋画・工芸・彫刻・書
【出 品 料】　4,500円（高校生 /大学生は2,000円）
　　　　　　出品申込書は文協事務局にあります（8月19日までに事務局へ）

市民文化祭　短歌・俳句募集
【投稿規程】	 短歌　未発表近作	１首
	 俳句　未発表当季雑詠	２句
・投稿料無料
・応募はがきまたは官製はがきに住所、氏名、
　電話番号を明記のこと
・市内在住・在勤、歌会・句会在籍者。
　または文協会員であること

【募集期間】	 令和３年10月４日㈪		必着

【送 り 先】	 〒443-0035　蒲郡市栄町３-30
	 蒲郡市文化協会

歌・句集「楠若葉40」  投稿募集
【投稿規定】	 一人５首または５句
【投 稿 料】	 500円（１冊配本）
【締　　切】	 ７月22日㈭
投稿料（500円）を添えて文協事務局へ

文化財めぐり参加者募集　11月17日(水)

【行　　先】	 愛知・岐阜方面
【参 加 費】	 8,500円予定（拝観料・昼食代含む）
【締　　切】	 10月29日㈮
直接文協事務局へ、又は往復はがきにて
参加費は後日納入

市 民 会 館 の 催 し 物 　（問合せ TEL68−5509）
蒲郡市吹奏楽団　Summer Concert2021  ８月 １日㈰

第 55 回硯山書院一門展  ９月11日㈯ ・ 12日㈰

月例茶会　　席主：遠山 翠雲（表千家）  ９月12日㈰

月例茶会　　席主：中野 宗恵（表千家） 10月24日㈰

図 書 館 の 催 し 物　（問合せ TEL69−3706）　特別図書整理休館9月24日㈮～30日㈭
ブックトーク
読書感想文におすすめの本紹介します !!

小学生向け7月  3日㈯・10日㈯・17日㈯
中高生向け7月11日㈰  各午後2時～3時

読書感想文教室（小学生向け）
 ７月４日㈰・18日㈰　市民会館大会議室
1、2 年生  午前 9 時 30 分～ 11 時 30 分
3 年生以上 午後 1 時 30 分～ 3 時

自然とあそぼう展  7 月 10 日㈯～ 8 月 1 日㈰

英文多読講演会＠オンライン  7 月 25 日㈰　午後 1 時 30 分～ 3 時

交通安全ポスター展  9 月 9 日㈭～ 23 日（木・祝）

博 物 館 の 催 し 物 　（問合せ TEL68−1881）
夏休みこども工作ルーム  ７月31日㈯～ ８月29日㈰

木目込み人形作品展  ９月10日㈮～ ９月12日㈰

ＳＬ写真とミニチュア機関車展  ９月18日㈯～20日（月・祝）

のびる子作品展 10月23日㈯～10月26日㈫

企画展「1964　東京オリンピックの頃」  ４月10日㈯～令和４年３月27日㈰


